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図２、４　Кандић, О., Милошевић, Д., Манастир Сопоћани, Београд, 1986.
図５　修復家ドラガン・ストヤノヴィッチ氏撮影
その他については筆者撮影
－（84）－
図１　ソポチャニ修道院聖三位一体聖堂外観（2019年）
図２　ソポチャニ修道院外観三位一体聖堂外観（1926年）
図３　ナオス南西壁下段
－（85）－
図６　ナオス西壁
図５　至聖所アプシス北壁下段
図４　三位一体聖堂平面プラン
－（86）－
図９　聖シメオン・ネマニャ小礼拝堂北壁
図８　内ナルテックス北西壁
図７　内ナルテックス南東壁
